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本年も無事に北海道脳神経疾患研究所医誌

第19巻を刊行することが出来ました。常日頃

よりご支援をいただいている皆様方のご厚情

の賜物と深く感謝申し上げます。昨年に続き

発行が若干遅れましたのは一重に私の不徳の

致すところで、次年度からは気合を入れて年

度内に発刊できるように努めたいと考えてい

ます。今回は当院から13論文が掲載されてい

ます。多岐にわたる素晴らしい内容で、手前

味噌ながら若い先生方の努力と才能にエール

を送りたいと思います。

さて、財団法人「北海道脳神経疾患研究所」

を取り巻く昨今の懸案事項として、2013年ま

でに変わらざるを得ない公益法人制度改革と、

地域の医師不足に端を発した、臨床研修制度

の改革ならびに専門医制度改革の問題があり

ます。公益法人制度改革につきましては、当

財団法人を公的な機関に監査されても問題の

ないようにと既に組織替えを行いました。事

業の一つである北海道脳神経疾患研究所医誌

につきましても、公益性をアピールするため

に原稿を一般公募し、査読システムを導入し

たいと考えています。巻末に投稿規定を掲載

しましたのでどしどしご応募ください。もち

ろん、いくら努力しても最終的に引き続き公

益増進法人として認可されるかどうかは役所

が決めることですが、認可していただけるよ

う精一杯努力しようと考えていますのでご支

援を宜しくお願いいたします。

次に臨床研修制度の見直しと専門医制度改

革の問題です。これが財団法人「北海道脳神

経疾患研究所」とどう関係があるかというこ

とですが、当財団法人は中村記念病院からの

寄付が収入の大半を占めています。したがい

まして、当院が厳しい状況になれば当財団法

人の運営も当然困難になってきます。矢継ぎ

早の制度改革とその急激な揺り戻しに右往左

往しているのが今日の民間病院の現実ですが、

弱音を吐かずに頑張らねばと覚悟していると

ころです。政権交代が現実的になっている世

の中ですから、次に何が起こるか予測がつき

ません。

臨床研修制度の見直しについては、本当に

実施されるのか、また実施された場合に当院

にどのような影響が出るのか現時点では不明

です。現在の臨床研修制度が2004年に実施さ

れた時は、脳神経外科や神経内科を志望して

いただける若い医師に、中村記念病院を選ん

でいただけるのだろうかとかなり心配いたし

ました。何ヵ所かの札幌市内の管理型の病院

に協力型にしてもらえないかとお願いに行き

ましたが、運良くKKR札幌医療センター斗南

病院が受け入れて下さいまして、現在は当院

を志望する学生さんには、マッチングで斗南

病院を志望するようにと指導しています。斗

南病院は東京では虎の門病院に相当する病院

ですから本当に夢のような組み合わせですが、

当時の本原敏司院長（現函館市医師会病院院

巻　　頭　　言



−2−

長）と、その後の院長の加藤紘之北大名誉教

授の御厚意で、今日も協力型としてお付き合

いをさせていただいています。斗南病院は研

修医に非常に人気のある病院ですが、1年目の

1ヵ月間は救急を当院で研修し、2年目の選択

で当院の脳神経外科や神経内科で研修すると

いうシステムです。現在は隣のNTT東日本札

幌病院の協力病院にもなりましたので、そこ

からも2年目に当院で研修を受けられます。若

い先生が医局にいますと院内が活気づきます。

来年以降も若い先生方が訪れることを期待し

ていますがどうなりますでしょうか。

専門医制度改革につきましては、当院で後

期研修を行っても専門医資格が取得できなけ

れば意味がないので、当院にとりましては死

活問題です。ご存じのように若手医師の大学

離れが進み、強引にでも大学に医師を引き戻

したい大学側の思惑があります。大学の医局

に属さなければ専門医資格を与えないという

極論が横行しましたが、考えてみてください。

当院に就職するような若手医師は脳神経外科

学会がそのような制度であれば、脳神経外科

を選ばずに他の科を選びます。大学の医局が

すべての地域医療をカバーすることは困難な

ので、私どものような民間病院はその隙間を

埋める補完勢力になりますし、主任教授は十

数年に一人しかなれませんから、大学に勤め

る脳神経外科医の将来の就職口にもなります。

また、脳神経外科医の志望者が少なく、脳

神経外科医を増やそうと学会を挙げてプロモ

ーションしているにもかかわらず、一方では

脳神経外科専門医が諸外国に比べて多すぎる

ので、専門医の数を絞ろうとする動きがあり

ます。神経内科が内科の一部になり、今後神

経内科専門医数の飛躍的な増加が見込めない

現状では、特に地方では脳卒中や救急疾患に

対応できる脳神経外科医は貴重です。欧米の

真似ばかりしないで、日本では脳神経外科は

整形外科や眼科、耳鼻咽喉科と同じような立

場を築いたほうが、脳神経外科医の将来設計

として今よりは楽になるのではないでしょう

か。外科の志望者が激減しているのは当たり

前で、若い時期に忙しく外科医として働いて

も、将来年をとった時にどうするのと尋ねら

れたら返答に困ります。私たちの世代に比べ

て、カッコ良さだけでは生きていけないこと

を最近の若い人達はとっくにわかっていると

言うことです。

平成9年から中村記念病院の院長を務め、今

年でちょうど12年が過ぎました。時代のテン

ポが速いのか本当に次から次へと難問が投げ

かけられます。その度に少しずつ自分自身が

消耗していくような気がしますが、今年は第

18回YOSAKOIソーラン祭りで、中村記念病

院「脳天気」チームが12回連続出場でついに

奨励賞を獲得しました。辛抱しながら続けて

いくことはやはり大事かなと自分を励まして

いるこの頃です。
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